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シ
ベ
リ
ア
引
揚
者
へ
の
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救
恤
」、
一
九
二
三
年
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は
じ
め
に

一　

引
揚
者
の
運
動
と
法
案
の
浮
上

二　

議
会
で
の
法
案
審
議

三　

救
恤
金
の
申
請
と
審
査

小
括

は
じ
め
に

　

一
九
二
二
年
、
日
本
軍
は
つ
い
に
シ
ベ
リ
ア
か
ら
の
撤
兵
を
実
行
し
た
。
尼
港

事
件
で
占
領
し
た
北
部
サ
ハ
リ
ン
を
除
く
地
域
か
ら
の
撤
退
で
あ
る
。
こ
れ
に
伴

い
、
シ
ベ
リ
ア
で
の
権
力
状
況
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。
つ
い
に
社
会
主
義
政
権
が

シ
ベ
リ
ア
を
統
治
す
る
と
い
う
現
実
に
直
面
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
過
程
で
、
シ
ベ
リ
ア
地
域
に
居
住
し
、
諸
種
の
職
業
に
従
事
し
て
い
た
在

留
邦
人
は
、
大
半
が
居
住
を
断
念
し
、
シ
ベ
リ
ア
を
離
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
必

ず
し
も
日
本
に
帰
国
し
た
と
は
限
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
）。
在
留
邦
人
の
中
に
は

日
露
戦
争
以
前
か
ら
居
住
し
、
店
舗
を
構
え
て
営
業
を
し
た
り
、
ロ
シ
ア
の
株
券

や
債
券
と
い
う
形
で
財
産
を
保
有
し
た
り
し
て
い
た
者
も
い
た（
１
）。

と
こ
ろ
が
、
ロ

シ
ア
で
の
経
済
制
度
の
激
変
、
そ
し
て
さ
ら
に
は
庇
護
者
と
し
て
の
日
本
軍
の
撤

退
に
よ
り
、
在
留
邦
人
は
資
産
を
一
気
に
喪
失
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
在
留
邦
人

の
財
産
喪
失
と
は
、
企
業
国
有
化
に
よ
る
株
券
の
無
価
値
化
、
あ
る
い
は
資
産
の

放
置
（
事
実
上
の
放
棄
）
を
伴
う
引
揚
と
い
う
形
を
と
っ
た
。
彼
ら
は
自
己
の
資

産
喪
失
な
ど
に
対
し
て
、
日
本
政
府
に
損
害
を
救
済
し
て
ほ
し
い
、
と
求
め
た
。

　

こ
の
よ
う
な
、
国
家
の
軍
事
力
行
使
に
よ
っ
て
発
生
し
た
民
間
人
の
一
部
損
害

へ
の
救
済
に
つ
い
て
、
日
本
で
は
二
つ
の
先
例
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
日
露
戦
争
勃

発
に
よ
っ
て
一
旦
ロ
シ
ア
・
満
州
・
朝
鮮
北
部
な
ど
を
引
き
揚
げ
た
者
た
ち
に
対

し
て
、「
引
揚
損
害
」
に
限
り
救
済
資
金
を
提
供
す
る
と
い
う
一
九
〇
九
年
の
法

律
で
あ
る（
２
）。

次
に
、
一
九
二
二
年
に
制
定
さ
れ
た
、「
露
国
政
変
及
西
比
利
亜
事

変
ノ
為
損
害
ヲ
被
リ
タ
ル
者
ノ
救
恤
ニ
関
ス
ル
法
律
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
先
行
研
究
も
あ
り
、
不
十
分
な
が
ら
筆
者
も
以
前
論
じ
た
こ
と
が
あ
る（
３
）。

こ
れ

ら
の
法
律
は
、
ま
ず
国
家
の
賠
償
責
任
を
否
認
し
、
そ
の
上
で
戦
争
に
伴
う
各
種

被
害
に
関
し
て
対
象
・
地
理
的
な
線
引
き
を
行
っ
た
上
で
、
実
際
の
損
害
額
を
査

定
し
、
そ
の
幾
分
か
に
対
し
て
「
救
恤
」
つ
ま
り
恩
恵
的
な
金
銭
面
で
の
救
済
を

行
う
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

　

一
九
二
二
年
に
制
定
さ
れ
た
「
露
国
政
変
及
西
比
利
亜
事
変
ノ
為
損
害
ヲ
被
リ

タ
ル
者
ノ
救
恤
ニ
関
ス
ル
法
律
」
は
、救
済
対
象
が
か
な
り
広
い
も
の
で
あ
っ
た
。

法
律
の
名
称
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
ロ
シ
ア
革
命
か
ら
シ
ベ
リ
ア
出
兵
の
開
始
ま
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で
に
起
こ
っ
た
諸
事
件
、
そ
し
て
さ
ら
に
シ
ベ
リ
ア
出
兵
に
関
連
し
て
起
こ
っ
た

こ
と
（
最
大
の
も
の
は
一
九
二
〇
年
の
尼
港
事
件
）
で
被
害
を
こ
う
む
っ
た
民
間

人
に
対
す
る
金
銭
的
な
救
済
策
を
講
ず
る
も
の
と
さ
れ
た
。
こ
の
中
に
は
、
シ
ベ

リ
ア
奥
地
か
ら
、
日
本
軍
の
占
領
地
域
縮
小
の
た
め
に
脱
出
し
て
き
た
日
本
人
の

「
引
揚
損
害
」
も
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
時
点
で
は
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
な
ど

に
は
日
本
軍
が
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
回
は
シ
ベ
リ
ア
全
域
か
ら
日
本
軍
が
姿
を
消
し
た
。
そ
し

て
つ
い
に
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
に
居
住
し
て
い
た
在
留
邦
人
も
引
揚
を
決
断
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
こ
の
時
代
に
は
後
藤
新
平

と
ヨ
ッ
フ
ェ
の
会
談
が
始
ま
り
か
け
て
い
た
。
東
京
は
、
ロ
シ
ア
全
土
で
ほ
ぼ
支

配
を
確
立
し
た
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
政
権
と
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た

の
で
あ
る
。
そ
し
て
引
き
揚
げ
た
在
留
邦
人
は
、
再
起
を
図
る
た
め
の
経
済
的
な

支
え
を
求
め
て
い
た
。
そ
し
て
前
年
の
法
律
に
鑑
み
、
当
時
の
日
本
政
府
は
賠
償

責
任
を
負
わ
な
い
こ
と
を
表
明
し
た
う
え
で
、
一
部
損
害
に
つ
い
て
救
恤
金
を
交

付
す
る
こ
と
を
決
め
た
の
で
あ
る
。

　

本
論
文
は
、
こ
の
シ
ベ
リ
ア
引
揚
者
に
対
す
る
「
救
恤
」
政
策
に
つ
い
て
、
そ

の
背
景
か
ら
実
行
の
過
程
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
史
料
的
に

は
、
外
交
史
料
館
に
残
る
史
料
、
お
よ
び
山
口
県
立
文
書
館
に
残
っ
て
い
た
書
類

が
中
心
と
な
る
。
ま
ず
、
救
恤
金
を
要
求
す
る
引
揚
者
の
運
動
、
そ
し
て
議
会
で

の
審
議
、
最
後
に
実
際
の
救
恤
金
交
付
に
至
る
ま
で
の
詳
細
を
明
ら
か
に
し
て
い

く
と
い
う
順
序
で
進
め
て
い
き
た
い
。

一　

引
揚
者
の
運
動
と
法
案
の
浮
上

　

ロ
シ
ア
革
命
・
シ
ベ
リ
ア
出
兵
被
害
者
に
対
す
る
救
恤
が
シ
ベ
リ
ア
在
住
の
実

業
家
・
島
田
元
太
郎
の
動
き
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た（

４
）よ

う
に
、
シ
ベ
リ
ア
か
ら
の
引

揚
者
へ
の
救
恤
も
、
自
然
に
政
治
過
程
に
浮
上
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
関
係

者
か
ら
の
働
き
か
け
が
あ
っ
て
初
め
て
救
恤
の
た
め
の
法
令
制
定
に
至
っ
た
の
で

あ
る
。
本
節
で
は
、こ
の
救
恤
金
請
求
運
動
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

　

シ
ベ
リ
ア
派
遣
日
本
軍
の
撤
兵
で
シ
ベ
リ
ア
か
ら
離
れ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た

日
本
人
は
、
本
国
に
対
し
て
補
償
を
求
め
た
。
一
九
二
二
年
五
月
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス

ト
ッ
ク
に
い
た
在
留
邦
人
は
「
居
留
民
大
会
」
を
開
催
し
、
以
下
の
事
項
を
要
求

す
る
決
議
を
上
げ
た（

５
）。

①
対
ロ
シ
ア
貿
易
の
回
復
に
障
害
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
除
去

②
居
留
民
引
揚
の
際
の
賠
償

③
在
留
民
の
将
来
の
た
め
、
対
ロ
シ
ア
貿
易
回
復
の
基
盤
回
復
の
た
め
の
援
助

　

さ
ら
に
一
九
二
二
年
末
に
は
、ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
で
居
留
民
が
集
会
を
開
き
、

「
日
露
間
の
経
済
的
前
衛
を
以
て
任
じ
万
難
を
排
し
て
今
日
迄
残
留
し
た
我
等
同

胞
は
座
し
て
敗
残
の
身
と
な
り
他
日
再
び
立
つ
事
の
出
来
ぬ
窮
境
に
陥
ら
う
と
し

て
居
る
」
と
し
て
、
以
下
の
三
項
目
の
要
求
を
決
議
し
た（

６
）。

一　

我
が
政
府
は
多
年
に
亘
る
極
東
の
変
局
の
為
め
極
度
の
窮
境
に
在
る
我
等
同

胞
（
既
に
引
揚
げ
し
者
と
尚
ほ
残
留
す
る
者
と
を
問
は
ず
）
に
対
し
速
に
救

恤
金
を
下
附
す
る
事

二　

我
等
同
胞
を
し
て
将
来
露
国
に
於
て
発
展
さ
せ
る
為
め
速
に
産
業
資
金
を
貸

下
げ
る
事

三　

我
が
政
府
は
日
露
通
商
関
係
復
興
の
為
め
最
善
の
方
法
を
講
ず
る
事

　

こ
れ
に
続
い
て
、ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
で
発
行
さ
れ
て
い
た
新
聞
『
浦
潮
日
報
』

は
、「
請
願
号
」
と
い
う
特
別
号
を
発
行
し
、
日
本
国
内
で
配
布
し
た
。
こ
の
新

聞
は
一
面
に
「
国
策
の
犠
牲
！
」
と
い
う
社
説
を
掲
載
し
た
。
こ
の
社
説
は
、
反

革
命
派
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
の
政
権
、
通
称
オ
ム
ス
ク
政
権
の
樹
立
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
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日
本
の
対
ロ
シ
ア
政
策
を
非
難
し
て
い
た
。
社
説
は
、
オ
ム
ス
ク
政
権
の
崩
壊
・

日
本
軍
の
撤
退
に
よ
っ
て
経
済
的
損
害
を
受
け
た
在
ロ
シ
ア
邦
人
は
経
済
的
補
償

を
当
然
受
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、「
若
し
も
我
が
朝
野
が
同
請
願
を
ば
之
を
尋

常
一
様
視
し
願
意
不
成
就
に
終
ら
し
む
る
が
如
き
こ
と
も
あ
ら
ば
其
時
こ
そ
彼
等

同
胞
は
更
に
天
の
一
方
に
向
っ
て
号
泣
の
挙
に
出
づ
る
の
外
な
き
に
至
る
に
あ
ら

ざ
る
か
」
と
、日
本
国
内
の
各
層
が
関
心
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
た
。

現
に
紙
面
の
別
の
場
所
で
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
居
留
民
会
の
会
頭
は
「
在
留
邦
人

は
予
て
今
日
あ
る
を
想
到
し
曩
に
救
恤
金
並
び
に
産
業
資
金
の
下
附
を
請
願
し
特

に
陳
情
委
員
を
東
上
せ
し
め
て
当
局
に
向
っ
て
懇
願
す
る
処
あ
り
し
が
政
府
諸
公

は
何
れ
も
斉
し
く
単
に
同
情
せ
ら
る
る
の
み
に
し
て
未
だ
其
の
実
現
の
曙
光
を
も

認
む
る
能
は
ざ
る
は
吾
人
の
痛
嘆
措
く
能
は
ざ
る
処
な
り
と
す
」と
述
べ
て
お
り
、

日
本
国
内
が
ロ
シ
ア
在
留
邦
人
に
対
し
て
さ
ほ
ど
関
心
を
持
っ
て
い
な
い
と
非
難

し
て
い
た
。
紙
面
に
は
ロ
シ
ア
紙
幣
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
、
そ
こ
に
は
「
惨
憺
た

る
吾
人
の
汗
の
結
晶　

紙
屑
程
も
価
値
な
き
留
紙
幣
」
と
い
う
説
明
文
が
つ
け
ら

れ
て
い
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
旧
政
権
紙
幣
の
価
値
消
滅
や
、
ロ
シ
ア
企
業
の

国
有
化
に
よ
っ
て
株
券
が
無
効
に
な
っ
た
り
す
る
と
い
う
経
済
的
な
損
害
は
か
な

り
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
新
聞
は
、
同
時
に
「
西
伯
利
居
留
民
産
業
資
金

下
付
願
」
と
「
在
留
民
救
恤
請
願
書
」
と
い
う
記
事
を
掲
載
し
て
お
り
、
在
留
邦

人
へ
の
再
建
資
金
・
経
済
損
害
へ
の
金
銭
的
救
済
を
要
求
す
る
も
の
と
な
っ
て
い

た（
７
）。

　

先
に
国
内
に
引
き
揚
げ
て
き
た
邦
人
も
、
既
に
運
動
を
始
め
て
い
た
。

一
九
二
三
年
一
月
一
七
日
、
九
州
地
方
の
引
揚
者
た
ち
は
長
崎
で
集
会
を
開
き
、

代
表
を
選
出
し
て
上
京
さ
せ
る
こ
と
を
決
め
て
い
た（
８
）。

ま
た
、
ロ
シ
ア
と
の
玄
関

口
だ
っ
た
福
井
県
敦
賀
で
は
、
一
月
二
四
日
に
四
九
人
の
賛
同
人
か
ら
な
る
「
西

伯
利
居
留
民
敦
賀
在
住
者
団
」
と
い
う
集
団
が
結
成
さ
れ
、活
動
を
始
め
て
い
た
。

彼
ら
は
「
本
団
ハ
西
比
利
事
変
ニ
ヨ
リ
蒙
リ
タ
ル
損
害
救
恤
ニ
関
シ
目
下
東
京
ニ

於
テ
其
ノ
筋
ヘ
請
願
中
ノ
西
比
利
居
留
民
代
表
者
ト
連
絡
ヲ
計
リ
申
請
セ
ル
救
恤

金
下
附
ニ
関
ス
ル
件
及
対
露
貿
易
ノ
促
進
ヲ
期
セ
ム
カ
為
メ
之
ヲ
研
究
ス
ル
ヲ
目

的
ト
ス
」
と
い
う
目
標
を
掲
げ
た
。
発
会
式
で
は
二
つ
の
要
求
目
標
が
議
決
さ
れ

た
。
そ
の
前
文
に
は
、
日
本
が
シ
ベ
リ
ア
出
兵
を
行
っ
た
こ
と
が
日
露
関
係
を
悪

化
さ
せ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
た
。
た
だ
し
反
面
、「
蓋
し
斯
の
如
き
は
帰
す
る
処

露
国
政
府
の
互
譲
的
精
神
の
欠
如
に
基
く
も
の
に
し
て
居
留
民
の
罪
に
あ
ら
ず
」

と
責
任
は
ロ
シ
ア
に
あ
る
と
い
う
よ
う
な
一
文
も
挿
入
さ
れ
、
日
本
の
行
っ
た
シ

ベ
リ
ア
出
兵
に
対
す
る
自
身
の
態
度
は
あ
い
ま
い
に
さ
れ
た
。
彼
ら
が
掲
げ
た
要

求
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。

一
、
日
露
両
国
政
府
は
誠
意
あ
る
通
商
条
約
を
締
結
し
貿
易
の
促
進
を
期
し
両
者

の
親
善
を
復
旧
す
る
事

一
、
露
国
政
府
は
自
国
革
命
に
伴
ふ
日
本
国
民
の
個
人
的
損
害
を
賠
償
し
日
本
政

府
は
露
領
よ
り
引
揚
げ
た
る
居
留
邦
人
及
び
之
等
関
係
者
の
被
り
た
る
損
害

に
対
し
相
当
な
る
救
済
を
速
行
す
る
事

　

以
上
の
よ
う
に
、
引
揚
者
へ
の
補
償
（
一
応
は
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
へ
要
求

す
る
が
、
事
実
上
は
日
本
政
府
へ
の
要
求
）
と
と
も
に
日
露
間
の
通
商
関
係
の
回

復
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
と
の
間
に
交
易
関
係
を
復
活
さ

せ
る
こ
と
も
、
在
留
邦
人
の
要
望
に
入
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
決
議
文
は
東

京
と
九
州
の
引
揚
者
代
表
に
送
付
さ
れ
、
シ
ベ
リ
ア
か
ら
の
引
揚
者
が
連
携
す
る

こ
と
が
模
索
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
「
西
伯
利
居
留
民
敦
賀
在
住
者
団
」
は
こ
の
決

議
文
を
全
国
の
商
業
会
議
所
に
送
付
し
、
運
動
資
金
の
寄
附
な
ど
を
要
求
し
て
い

た（
９
）。

　

さ
ら
に
二
月
に
入
り
、
今
度
は
大
阪
か
ら
大
き
な
運
動
が
出
て
き
た
。

一
九
二
三
年
二
月
五
日
、
大
阪
商
業
会
議
所
で
「
露
領
引
揚
者
関
西
大
会
」
が
開

催
さ
れ
、
上
京
し
て
運
動
す
る
た
め
の
委
員
一
〇
名
が
選
出
さ
れ
た
。
こ
の
集
会

で
は
①
邦
人
の
引
揚
損
害
へ
の
「
我
政
府
ノ
相
当
ナ
ル
救
恤
」
②
経
済
的
打
撃
を
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蒙
っ
た
在
ロ
シ
ア
邦
人
に
対
し
「
日
露
貿
易
復
興
ノ
為
メ
」
適
当
な
救
済
策
③
ロ

シ
ア
新
政
権
と
の
通
商
条
約
締
結
④
シ
ベ
リ
ア
に
、
日
本
政
府
の
手
で
「
適
当
ナ

ル
経
済
的
施
設
ヲ
為
シ
両
国
民
ノ
福
祉
ヲ
増
進
シ
共
存
共
営
ノ
実
ヲ
挙
ケ
シ
メ
ン

事
」
⑤
ロ
シ
ア
革
命
に
よ
っ
て
生
じ
た
邦
人
の
損
害
に
対
し
て
、
ロ
シ
ア
政
府
に

賠
償
を
要
求
す
る
、
と
い
う
五
項
目
が
長
文
の
理
由
書
と
と
も
に
議
決
さ
れ
た
。

こ
の
決
議
も
全
国
各
地
の
商
業
会
議
所
に
送
ら
れ
、
賛
同
を
求
め
る
運
動
と
な
っ

て
い
た（
A
）。

こ
の
運
動
に
か
か
わ
っ
て
い
た
団
体
「
大
阪
日
露
貿
易
協
会
」
は
、
さ

ら
に
議
会
に
「
対
露
被
害
者
救
済
並
企
業
貿
易
促
進
ニ
関
ス
ル
建
議
案
」「
西
比

利
亜
政
変
及
撤
兵
ノ
為
メ
損
害
ヲ
被
リ
タ
ル
者
ノ
救
恤
ニ
関
ス
ル
建
議
案
」
と
い

う
二
つ
の
請
願
を
届
け
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
た
。
こ
の
建
議
案
の
起
草
に
は
、

矢
野
丑
乙
衆
議
院
議
員
（
政
友
会
）
も
か
か
わ
っ
て
い
た（

B
）。

こ
の
「
関
西
大
会
」

の
代
表
委
員
は
二
月
一
〇
日
に
内
田
康
哉
外
相
と
会
見
し
て
い
る
。
今
回
の
引
揚

損
害
は
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
の
よ
う
に
比
較
的
日
本
に
近
接
し
た
地
域
か
ら
の

も
の
で
あ
っ
た
。
シ
ベ
リ
ア
の
奥
地
は
既
に
日
本
軍
が
撤
退
し
て
日
本
人
が
い
な

か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、「
今
度
ノ
引
揚
民
ハ
四
ヶ
月
前
ニ
撤
兵
ノ

予
告
ヲ
受
ケ
テ
居
リ
マ
ス
カ
ラ
救
恤
ノ
必
要
ナ
シ
ト
論
ス
ル
向
モ
ア
ル
様
デ
ス

ガ
」
と
、
日
本
国
内
で
は
あ
ま
り
こ
れ
ら
の
引
揚
者
に
対
す
る
同
情
が
な
か
っ
た

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
二
二
年
の
救
恤
法
令
で
は
「
法
律
ト
シ

テ
ハ
西
伯
利
亜
一
般
ノ
事
変
露
西
亜
革
命
ニ
基
ク
邦
人
ノ
損
害
救
恤
ト
ナ
ッ
テ
居

リ
マ
ス
カ
ラ
浦
塩
尼
古
利
斯
克
方
面
ノ
在
留
民
ハ
全
ク
其
恩
典
ニ
浴
シ
テ
居
ラ
ヌ

事
」
が
訴
え
ら
れ
て
い
る（
C
）。

　

こ
れ
ら
の
運
動
の
動
向
は
、
政
府
や
地
方
当
局
に
よ
っ
て
徹
底
追
跡
さ
れ
て
い

た
。
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
「
西
伯
利
居
留
民
敦
賀
在
住
者
団
」
や
「
露
領
引
揚

者
関
西
大
会
」
の
決
議
文
は
、
送
付
先
で
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
た
か
が
報
告
さ
れ

て
い
る（
D
）。

ま
た
、
こ
の
運
動
に
か
か
わ
る
個
人
に
対
し
て
も
監
視
が
行
わ
れ
て
い

た
。
山
口
県
在
住
の
引
揚
者
が
、前
述
の
九
州
大
会
参
加
者
か
ら
依
頼
を
受
け
て
、

全
国
の
引
揚
者
に
「
救
恤
請
求
書
」
を
送
り
賛
同
人
を
募
ろ
う
と
運
動
し
た
。
こ

の
事
件
に
対
し
て
は
、
文
書
発
送
先
の
住
所
・
氏
名
が
明
記
さ
れ（
E
）、

こ
の
宛
先
と

さ
れ
た
道
府
県
で
は
、
文
書
で
勧
誘
を
受
け
た
相
手
の
反
応
（
い
な
か
っ
た
の
で

受
け
取
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
も
の
も
含
め
て
）
ま
で
が
報
告
さ
れ
て
い
る（
F
）。

　

以
上
の
よ
う
に
、
シ
ベ
リ
ア
か
ら
引
き
揚
げ
て
き
た
者
の
中
か
ら
、
引
揚
に
伴

う
経
済
的
損
失
に
対
す
る
政
府
の
救
済
を
求
め
る
運
動
が
出
て
き
た
。
彼
ら
は
単

に
救
済
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、ロ
シ
ア
と
の
関
係
正
常
化
を
併
せ
て
要
求
し
た
。

こ
の
よ
う
な
運
動
に
対
し
て
、
政
府
は
全
国
で
の
運
動
の
広
が
り
に
対
し
て
警
戒

し
、
監
視
を
強
め
て
い
た
。
そ
の
反
面
、
引
揚
者
へ
の
「
救
恤
」
を
行
う
法
案
が

政
府
部
内
で
登
場
し
た
の
で
あ
る
。
前
年
の
法
律
が
、
最
初
の
問
題
提
起
か
ら
二

年
ほ
ど
か
か
っ
て
い
た
こ
と（
G
）を

考
え
れ
ば
、
か
な
り
す
ば
や
い
対
応
で
あ
っ
た
。

　

一
九
二
三
年
三
月
二
日
、
加
藤
友
三
郎
内
閣
の
内
田
康
哉
外
相
・
市
来
乙
彦
蔵

相
か
ら
、「
西
比
利
亜
引
揚
ノ
為
損
害
ヲ
被
リ
タ
ル
者
等
ノ
救
恤
ニ
関
ス
ル
法
律

案
」が
閣
議
に
提
出
さ
れ
た（

H
）。

法
案
作
成
の
プ
ロ
セ
ス
は
ま
だ
明
ら
か
で
は
な
い
。

法
案
提
出
理
由
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。「
政
府
ハ
此
種
損
害
ニ
対
シ
賠

償
ノ
義
務
ヲ
有
セ
サ
ル
」
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
在
留
邦
人
は
こ

れ
ま
で
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
ロ
シ
ア
の
情
勢
変
転
・
撤
兵
後
の
混
乱
で
財
産

を
喪
失
し
て
い
る
。
今
な
お
残
留
し
て
い
る
邦
人
も
同
情
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

地
理
的
に
も
「
西
比
利
地
方
ハ
欧
亜
聯
繋
ノ
門
戸
」
で
あ
り
、
こ
の
地
域
で
の
法

人
の
活
動
は
重
要
視
す
べ
き
で
あ
る
。「
前
述
ノ
如
キ
事
情
ニ
依
リ
損
害
ヲ
被
リ

タ
ル
者
ヲ
棄
テ
テ
顧
ミ
サ
ル
ニ
於
テ
ハ
将
来
ニ
於
ケ
ル
邦
人
ノ
発
展
ヲ
阻
害
ス
ル

虞
ナ
シ
ト
セ
ス
」。
前
年
既
に
ロ
シ
ア
革
命
・
シ
ベ
リ
ア
出
兵
の
被
害
者
に
対
す

る
救
恤
法
を
制
定
し
、
現
在
審
査
中
で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
て
も
、「
事
実
上
右
ノ

場
合
ト
大
差
ナ
キ
前
記
被
害
者
ニ
対
シ
テ
モ
同
シ
ク
救
恤
ヲ
行
フ
ヲ
妥
当
」
と
す

る
。
金
額
は
こ
れ
ま
で
の
救
恤
法
令
の
前
例
を
見
て
一
五
〇
万
円
と
さ
れ
た
。
救

恤
金
要
求
運
動
へ
の
一
定
の
反
応
と
し
て
、
政
府
か
ら
救
恤
法
が
出
て
く
る
の
で

あ
る
。
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二　

議
会
で
の
法
案
審
議

　

救
恤
金
請
求
運
動
が
動
き
始
め
た
直
後
の
一
九
二
三
年
三
月
、
議
会
に
「
西
比

利
亜
引
揚
ノ
為
損
害
ヲ
被
リ
タ
ル
者
等
ノ
救
恤
ニ
関
ス
ル
法
律
案
」
が
上
程
さ
れ

た
。
衆
議
院
の
本
会
議
で
、
内
田
康
哉
外
相
は
、
政
府
に
賠
償
責
任
は
な
い
こ
と

を
明
言
し
た
あ
と
で
、
救
恤
の
理
由
を
「
然
ル
ニ
西
比
利
亜
ノ
地
方
ハ
御
承
知
ノ

如
ク
、
欧
亜
聯
繋
ノ
門
戸
ト
モ
申
ス
ベ
キ
所
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
洵
ニ
重
要
ナ
ル
地

位
ヲ
占
メ
テ
居
ル
次
第
デ
ア
リ
マ
ス
ル
ガ
故
ニ
、
此
方
面
ニ
於
キ
マ
ス
ル
邦
人
ノ

活
動
ハ
最
モ
重
要
視
ス
ベ
キ
モ
ノ
デ
ア
ル
」
か
ら
、「
将
来
発
展
ノ
地
歩
ヲ
作
ル

ニ
便
ナ
ラ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
」
と
述
べ
た
。
閣
議
請
求
案
に
あ
っ

た
よ
う
な
、
在
留
邦
人
の
再
起
を
促
進
す
る
も
の
と
し
て
の
救
恤
金
、
と
い
う
位

置
づ
け
だ
っ
た
。
野
党
側
の
樋
口
秀
雄
議
員（
憲
政
会
）の
質
問
に
対
し
て
も「
政

府
ハ
其
政
策
ヲ
誤
ッ
タ
カ
ラ
此
救
恤
金
ヲ
出
ス
ノ
デ
ハ
ナ
イ
」
と
言
い
切
っ
て
い

た
。
総
額
一
五
〇
万
円
の
救
恤
金
の
額
に
つ
い
て
も
、
前
年
の
ロ
シ
ア
革
命
・
シ

ベ
リ
ア
出
兵
被
害
者
へ
の
救
恤
金
総
額
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
と
説
明
し
て
い

る（
I
）。

こ
う
し
て
法
案
は
委
員
会
審
議
に
入
っ
た
。

　

一
九
二
三
年
三
月
一
二
日
か
ら
始
ま
っ
た
衆
議
院
の
委
員
会
審
議
で
は
、
こ
の

よ
う
な
被
害
者
救
済
問
題
で
出
る
で
あ
ろ
う
問
題
が
討
議
さ
れ
た（
J
）。

佐
々
木
平
次

郎
議
員
（
庚
申
倶
楽
部
）
は
、
前
年
の
救
恤
法
と
救
恤
金
額
が
同
額
に
な
っ
て
い

る
が
、
も
し
今
回
の
救
恤
法
で
「
実
際
ニ
審
査
ノ
結
果
、
適
当
ト
認
メ
タ
損
害
額

ガ
、
昨
年
ト
本
年
ト
ノ
間
ニ
差
額
ガ
ア
リ
ト
ス
レ
バ
、
救
恤
ス
ル
金
額
ニ
於
テ
割

合
ガ
均
衡
ヲ
失
ス
ル
」
こ
と
を
指
摘
し
た
。
答
弁
に
立
っ
た
田
中
都
吉
政
府
委
員

は
、
バ
ラ
ン
ス
を
取
れ
る
よ
う
に
す
る
と
述
べ
た
の
み
だ
っ
た（

K
）。

鈴
木
久
次
郎
議

員
（
革
新
倶
楽
部
）
は
、
救
恤
は
今
回
限
り
な
の
か
ど
う
か
を
確
認
し
た
。
こ
れ

に
対
し
て
政
府
委
員
は
「
救
恤
ト
云
フ
意
味
ニ
於
テ
ハ
、
被
害
者
ノ
困
難
ナ
者
ヲ

此
際
或
ル
意
味
ニ
於
テ
救
ッ
テ
ヤ
ル
、救
恤
ヲ
シ
テ
ヤ
ル
ト
云
フ
意
味
ニ
於
テ
ハ
、

此
案
ヲ
以
テ
打
切
ル
積
リ
デ
ア
リ
マ
ス
」と
返
答
し
て
い
る
。
北
山
一
郎
議
員（
政

友
会
）
は
、
法
律
発
効
後
に
発
足
す
る
「
救
恤
審
査
会
」
に
、
民
間
出
身
の
委
員

を
入
れ
る
考
え
は
な
い
か
質
し
た
が
、
田
中
政
府
委
員
は
「
其
点
ハ
必
ズ
シ
モ
民

間
ノ
御
方
ヲ
入
レ
ナ
ク
テ
モ
、
此
損
害
ニ
関
係
シ
テ
事
情
ニ
精
通
サ
レ
テ
居
ル
御

方
ノ
陳
述
ヲ
聞
イ
タ
リ
、
或
ハ
其
御
注
意
ヲ
受
ケ
ル
ト
云
フ
ヤ
ウ
ナ
コ
ト
ハ
、
是

ハ
自
ラ
目
的
ニ
達
ス
ル
方
法
デ
ア
ラ
ウ
ト
考
ヘ
マ
ス
」
と
拒
否
す
る
考
え
を
示
し

た
。

　

興
味
深
い
の
は
、
在
ロ
シ
ア
朝
鮮
人
か
ら
の
救
恤
申
請
に
対
し
て
ど
う
い
う
態

度
を
取
る
か
、
と
い
う
質
問
に
対
す
る
や
り
と
り
で
あ
る
。
帝
政
ロ
シ
ア
は
一
時

朝
鮮
人
の
移
住
を
奨
励
し
、
国
籍
取
得
を
容
易
に
し
て
い
た
時
代
も
あ
っ
た
と
い

う
。
し
か
し
日
本
の
植
民
地
化
に
よ
っ
て
、
朝
鮮
人
は
「
日
本
臣
民
」
で
あ
る
と

い
う
こ
と
に
な
っ
た（

L
）。

一
柳
仲
次
郎
議
員
（
憲
政
会
）
は
、
自
己
が
ウ
ラ
ジ
オ
ス

ト
ッ
ク
を
視
察
し
た
と
き
、
そ
こ
に
い
た
在
ロ
シ
ア
朝
鮮
人
か
ら
「
内
地
人
ト
差

別
ノ
待
遇
ヲ
受
ケ
テ
居
ル
ヤ
ウ
ナ
感
ジ
ガ
ナ
ル
（
マ
マ
）」
と
言
わ
れ
た
と
い
う

体
験
を
語
っ
て
い
た
。
こ
の
人
物
に
よ
る
と
、
日
本
軍
の
撤
退
後
、
ロ
シ
ア
国
籍

を
取
得
し
た
在
ロ
シ
ア
朝
鮮
人
は
、
ロ
シ
ア
人
か
ら
は
敵
対
視
さ
れ
、
日
本
人
か

ら
も「
不
逞
鮮
人
」（
マ
マ
）と
み
な
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
の
う
え
で
一
柳
議
員
は
、

在
ロ
シ
ア
朝
鮮
人
も
救
恤
金
の
申
請
は
可
能
か
ど
う
か
を
質
し
た
。
こ
れ
に
対
す

る
田
中
政
府
委
員
の
答
弁
は
以
下
の
よ
う
に
、
あ
か
ら
さ
ま
に
在
ロ
シ
ア
朝
鮮
人

へ
の
不
信
感
を
表
明
し
た
も
の
だ
っ
た
。

「
此
帰
化
シ
タ
ル
朝
鮮
人
ガ
、
大
体
ニ
於
テ
平
常
ハ―

何
事
モ
無
イ
時
ハ
朝
鮮
人

デ
ア
ル
、
又
日
本
臣
民
デ
ア
ル
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
標
榜
シ
ナ
イ
デ
、
成
ル
ベ
ク
日
本

官
憲
ニ
遠
ザ
カ
ッ
テ
、
日
本
官
憲
ノ
及
ブ
コ
ト
ヲ
避
ケ
テ
居
ル
ト
云
フ
ヤ
ウ
ナ
風

デ
ア
リ
マ
ス
ノ
デ
、
ソ
レ
ガ
何
カ
多
少
自
分
達
ノ
利
益
問
題
ガ
ア
ル
ト
、
遽
ニ
帰

化
ノ
事
ハ
第
二
ト
シ
テ
、
朝
鮮
人
デ
ア
ル
ト
云
フ
故
ヲ
以
テ
、
日
本
官
憲
ニ
申
シ

出
テ
来
ル
ト
云
フ
コ
ト
ハ
、
是
ハ
今
日
初
マ
ッ
タ
事
デ
ハ
ア
リ
マ
セ
ヌ
、
前
来
カ

ラ
ア
ル
コ
ト
デ
ア
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
此
点
ハ
余
程
考
ヘ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
事
ト



山口県立大学　国際文化学部紀要　第14号　2008年３月

― 6 ―

存
ジ
マ
ス
、
併
ナ
ガ
ラ
主
義
ト
致
シ
マ
シ
テ
ハ
、
法
律
ハ
朝
鮮
人
ハ―

仮
令
朝
鮮

人
デ
ア
ラ
ウ
ト
モ
、
帝
国
臣
民
デ
ア
ル
限
リ
ハ
、
此
範
囲
ニ
這
入
ル
訳
デ
ア
リ
マ

ス
」

　

先
行
研
究
で
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
在
ロ
シ
ア
朝
鮮
人
の
中
に
は

ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
軍
に
加
わ
り
日
本
軍
な
ど
と
戦
う
者
も
あ
っ
た（
M
）。日

本
軍
側
も
、

抗
日
的
な
朝
鮮
人
の
弾
圧
を
行
っ
て
い
た（
N
）。

こ
の
よ
う
な
背
景
が
、
議
会
で
の
答

弁
と
し
て
出
た
形
で
あ
る
。

　

反
面
、
衆
議
院
で
は
ロ
シ
ア
と
の
通
商
関
係
回
復
が
早
期
に
な
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
と
い
う
意
見
も
出
た
。
前
節
で
登
場
し
た
矢
野
丑
乙
議
員
は
「
露
国
ト
ノ
関

係
ヲ
回
復
シ
タ
イ
ト
云
フ
コ
ト
ニ
付
テ
、
最
モ
痛
切
ナ
関
係
ヲ
持
ッ
テ
居
ル
モ
ノ

ハ
我
国
デ
ア
ラ
ウ
ト
思
ヒ
マ
ス
」
と
言
い
、
早
期
の
関
係
修
復
を
訴
え
た
。
一
柳

議
員
は
「
彼
ノ
吾
々
ノ
眼
カ
ラ
見
レ
バ
進
捗
ノ
後
レ
テ
居
ル
ト
云
フ
支
那
人
（
マ

マ
）
デ
ス
ラ
、
自
由
ニ
彼
地
ニ
於
テ
活
動
シ
テ
、
五
大
強
国
ノ
一
ヲ
以
テ
誇
ル
帝

国
臣
民
ガ
、露
国
ニ
行
ッ
テ
何
事
モ
為
シ
得
ル
コ
ト
ガ
出
来
ナ
イ
ト
云
フ
コ
ト
ハ
、

甚
ダ
遺
憾
千
万
ノ
事
デ
ア
ル
」
と
中
国
人
に
対
す
る
差
別
意
識
を
露
出
さ
せ
な
が

ら
、
日
本
の
対
ロ
シ
ア
再
進
出
が
遅
れ
て
い
る
と
い
う
焦
り
を
に
じ
ま
せ
た
。
だ

が
、
内
田
外
相
は
こ
れ
に
対
し
て
「
日
露
ノ
関
係
ト
致
シ
マ
シ
テ
モ
、
主
モ
ニ
極

東
西
比
利
亜
ガ
主
ニ
ナ
ッ
テ
居
リ
マ
ス
、
露
西
亜
全
体
ノ
問
題
ハ
欧
羅
巴
ノ
方
ガ

主
ニ
ナ
ッ
テ
居
リ
マ
ス
カ
ラ
、
此
辺
ノ
事
柄
モ
能
ク
考
慮
ニ
入
レ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ

ヌ
」（
矢
野
議
員
へ
の
返
答
）「
誠
ニ
困
難
ナ
ル
事
情
ノ
下
ニ
於
テ
、
出
来
得
ル
限

リ
先
方
ト
意
思
ヲ
通
ジ
テ
、
其
政
治
ノ
主
義
ガ
全
然
異
ッ
テ
居
ル
ニ
拘
ラ
ズ
、
出

来
ル
ダ
ケ
互
ニ
了
解
シ
ツ
ツ
来
テ
居
ル
」（
一
柳
議
員
へ
の
返
答
）
と
だ
け
答
え

て
慎
重
な
姿
勢
に
終
始
し
た
。
さ
ら
に
矢
野
議
員
は
「
沢
山
ノ
金
ヲ
出
シ
テ
救
恤

シ
テ
ヤ
ル
ト
云
ウ
コ
ト
ヨ
リ
ハ
、
一
日
モ
早
ク
遣
ッ
テ
ヤ
ル
ト
云
フ
コ
ト
ガ
、
最

モ
必
要
ナ
コ
ト
デ
ア
ラ
ウ
ト
思
ヒ
マ
ス
」
と
述
べ
、
救
済
は
早
期
に
行
わ
れ
る
べ

き
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
て
い
た
。
翌
一
三
日
法
案
は
衆
議
院
の
委
員
会
を
可
決
し

た
の
だ
が
、
こ
の
際
に
は
「
政
府
ハ
速
ニ
露
国
政
変
及
西
比
利
亜
事
変
撤
兵
ノ
為

ニ
被
リ
タ
ル
損
害
ヲ
救
済
ス
ヘ
シ
」
と
い
う
付
帯
決
議
、
ま
た
二
つ
の
請
願
議
決

が
な
さ
れ
た
。

　

三
月
一
七
日
か
ら
は
貴
族
院
の
委
員
会
審
議
が
行
わ
れ
た（

O
）。

こ
ち
ら
で
は
も
う

少
し
、
救
恤
金
総
額
の
算
定
根
拠
が
詳
細
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
田
中
政
府

委
員
に
よ
れ
ば
、
現
時
点
で
の
申
請
額
の
う
ち
、
救
済
対
象
に
な
ら
な
い
も
の
を

控
除
し
、
現
時
点
で
ま
だ
申
請
さ
れ
て
い
な
い
想
定
金
額
を
加
え
て
出
し
た
も
の

が
三
〇
〇
〇
万
円
あ
り
、
こ
れ
の
二
〇
分
の
一
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
、
と

い
う
。

　

貴
族
院
で
は
こ
れ
に
加
え
て
、
個
人
へ
の
救
恤
金
交
付
で
は
な
く
、
日
本
人
の

シ
ベ
リ
ア
再
進
出
の
た
め
に
使
え
な
い
か
と
い
う
質
問
が
な
さ
れ
た
。
倉
知
鉄
吉

議
員
は
「
政
府
ハ
本
案
ニ
依
ル
救
恤
ノ
外
ニ
尚
ホ
救
済
モ
今
申
上
ゲ
タ
ヤ
ウ
ナ
意

味
ノ
救
済
（
在
留
民
の
購
買
組
合
な
ど
に
資
金
融
資
を
行
っ
た
り
す
る
こ
と―

井

竿
）
モ
実
行
セ
ラ
ル
ル
御
考
デ
ア
リ
マ
ス
カ
」
と
質
問
し
た
。
政
府
側
は
「
此
問

題
ハ
申
ス
マ
デ
モ
ナ
ク
根
本
的
ニ
日
露
間
ノ
関
係
ヲ
改
善
致
シ
マ
シ
テ
、
サ
ウ
シ

テ
通
商
ナ
リ
、
企
業
ナ
リ
、
其
他
ノ
方
面
ニ
於
キ
マ
シ
テ
活
動
シ
得
ル
ヤ
ウ
ニ
ス

ル
ト
云
フ
コ
ト
ガ
、
是
ガ
最
モ
大
ナ
ル
救
済
デ
ア
ラ
ウ
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
考
ヘ
ル
ノ

デ
ア
リ
マ
ス
」
と
答
え
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
し
か
し
倉
知
議
員
は
三
月
二
〇
日
に

行
わ
れ
た
二
回
目
の
質
疑
で
も
、
シ
ベ
リ
ア
に
い
た
在
留
邦
人
は
定
着
す
る
傾
向

が
あ
っ
た
と
し
て
、
救
恤
金
を
「
其
幾
分
ヲ
纏
メ
テ
置
キ
マ
シ
テ
、
五
十
円
、
百

円
ト
個
人
ガ
受
取
ッ
テ
直
チ
ニ
之
ヲ
消
費
ス
ル
ノ
ヲ
御
避
ケ
ニ
ナ
リ
マ
シ
テ
、
総

額
ノ
三
分
ノ
一
ナ
リ
四
分
ノ
一
ナ
リ
ト
云
フ
モ
ノ
ヲ
政
府
ノ
指
導
ヲ
以
テ
共
同
的

或
ハ
地
方
的
ニ
使
用
ス
ル
ノ
途
ヲ
講
ゼ
シ
メ
タ
ナ
ラ
バ
、
非
常
ニ
利
益
」
と
主
張

し
て
い
た
。
救
恤
金
を
個
人
に
で
は
な
く
、
団
体
な
ど
に
一
括
交
付
す
る
こ
と
を

通
じ
て
、
経
済
的
側
面
か
ら
の
再
振
興
策
と
し
て
救
恤
金
を
機
能
さ
せ
る
ほ
う
が

有
意
義
だ
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
衆
議
院
で
の
審
議
同
様
、
ロ
シ
ア
と
の
関

係
回
復
を
見
越
し
た
政
策
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
与
え
た
い
と
考
え
て
い
た
者
は
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政
府
に
も
議
会
に
も
い
た
の
で
あ
る
。

　

か
く
し
て
一
九
二
三
年
四
月
二
日
、
法
律
第
三
九
号
と
し
て
「
西
比
利
亜
引
揚

ノ
為
損
害
ヲ
被
リ
タ
ル
者
等
ノ
救
恤
ニ
関
ス
ル
法
律
」
が
公
布
さ
れ
た
。
そ
の
五

日
後
、
申
請
手
続
き
や
審
査
機
関
に
つ
い
て
の
詳
細
を
定
め
た
勅
令
一
六
〇
号
が

発
布
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
で
救
恤
金
を
受
け
ら
れ
る
対
象
は
「
西
比
利
地
方
ニ
在

リ
タ
ル
帝
国
臣
民
ニ
シ
テ
大
正
十
一
年
日
本
軍
撤
退
ノ
際
引
揚
ノ
為
損
害
ヲ
被
リ

タ
ル
者
及
之
ニ
準
ス
ヘ
キ
損
害
ヲ
被
リ
タ
ル
者
」（
第
一
条
）
と
定
め
ら
れ
た
。

救
恤
金
総
額
は
一
五
〇
万
円
、
一
九
二
三
年
七
月
三
一
日
ま
で
に
申
請
を
す
る
こ

と
を
定
め
て
い
た（
P
）。

こ
の
法
律
の
周
知
の
た
め
に
、
外
務
当
局
の
談
話
と
称
す
る

新
聞
記
事
が
掲
載
さ
れ
、
手
続
き
に
入
る
こ
と
を
促
し
た（

Q
）。

人
々
は
関
係
書
類
を

揃
え
て
救
恤
金
の
申
請
に
入
っ
た
。
次
の
節
で
は
、
こ
れ
ら
の
救
恤
金
申
請
と
審

査
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
に
考
察
し
て
み
た
い
。

三　

救
恤
金
の
申
請
と
審
査

　

法
律
・
勅
令
に
基
き
、
シ
ベ
リ
ア
か
ら
の
引
揚
損
害
の
損
害
額
査
定
と
、
救
恤

金
額
を
決
定
す
る
「
救
恤
審
査
会
」
が
設
置
さ
れ
た
。
救
恤
審
査
会
の
長
は
外
務

次
官
で
あ
る
。
救
恤
審
査
会
に
は
審
査
員
が
置
か
れ
た
。
人
的
構
成
と
し
て
は
、

外
務
省
三
人
、
大
蔵
省
三
人
、
陸
軍
省
・
海
軍
省
・
農
商
務
省
各
一
人
ず
つ
の
九

人
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た（

R
）。

　

一
九
二
三
年
七
月
一
三
日
よ
り
救
恤
審
査
会
の
議
事
が
開
始
さ
れ
た
。
ま
ず
な

さ
れ
た
の
は
、
前
年
に
制
定
さ
れ
た
ロ
シ
ア
革
命
・
シ
ベ
リ
ア
出
兵
損
害
に
対
す

る
救
恤
法
の
先
例
を
見
た
上
で
、
審
査
方
法
を
確
立
す
る
こ
と
で
あ
っ
た（
S
）。

審
査

会
に
お
け
る
審
査
の
手
順
、
あ
る
損
害
を
救
恤
す
る
か
否
か
の
基
準
、
具
体
的
な

事
例
で
の
決
定
は
「
決
議
」
と
呼
ば
れ
、
七
〇
項
目
以
上
の
「
決
議
」
が
つ
く
ら

れ
た
。
こ
の
過
程
で
、
同
じ
シ
ベ
リ
ア
か
ら
の
引
揚
者
で
も
、
救
恤
金
を
申
請
で

き
な
く
な
る
者
な
ど
も
出
る
こ
と
に
な
っ
た
。
前
述
の
法
律
第
一
条
に
記
さ
れ
た

「
シ
ベ
リ
ア
」
と
は
、「
西
比
利
亜
地
方
タ
ル
以
上
大
正
十
一
年
ノ
撤
兵
ニ
際
シ
邦

軍
カ
既
ニ
駐
屯
セ
サ
リ
シ
地
方
ト
雖
モ
之
ヲ
包
含
ス
ル
モ
ノ
ト
解
ス
但
シ
哈
爾
賓

初
メ
東
支
鉄
道
沿
線
地
帯
ハ
之
ヲ
包
含
セ
ス
」
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
た（

T
）。

ロ
シ
ア

の
敷
設
し
た
鉄
道
で
あ
っ
た
東
支
鉄
道
も
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
に
関
係
す
る
重
大
な

権
益
と
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
鉄
道
沿
線
に
い
た
在
留
邦
人
の
引
揚
損

害
は
切
り
捨
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
東
支
鉄
道
の
中
心
地
ハ
ル
ビ
ン
の
日
本
人
商

工
会
議
所
か
ら
は
「
期
待
ヲ
裏
切
ラ
レ
タ
ル
被
害
者
一
同
ハ
唖
然
為
ス
処
ヲ
知
ラ

サ
ル
悲
境
ニ
陥
リ
タ
ル
次
第
」、「
唯
在
住
国
土
ヲ
異
ニ
シ
タ
ル
国
境
一
歩
ノ
差
異

ニ
依
リ
一
ハ
救
恤
セ
ラ
レ
他
ハ
然
ラ
サ
ル
ノ
結
果
ヲ
来
ス
」
と
激
し
い
言
葉
で
政

府
の
対
応
を
非
難
す
る
声
明
が
来
て
い
た（

U
）。

　

ま
た
、
経
済
的
な
損
害
に
対
し
て
は
大
変
厳
し
い
基
準
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
も

前
年
の
法
律
に
似
て
い
た
。
銀
行
預
金
の
不
払
い
や
、
先
払
い
し
た
給
与
・
税
金
・

回
収
不
能
の
貸
金
、
ル
ー
ブ
ル
の
暴
落
に
よ
る
損
害
、
ロ
シ
ア
国
債
・
株
券
の
価

値
消
滅
、
貨
物
の
不
着
な
ど
は
一
切
救
恤
の
対
象
か
ら
は
ず
さ
れ
た
。
た
だ

し
、
一
定
程
度
被
害
者
を
保
護
す
る
と
考
え
ら
れ
る
決
定
も
な
さ
れ
て
い
た
。
例

え
ば
内
縁
関
係
で
も
、
夫
婦
の
救
恤
金
申
請
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
雇
用

者
が
被
雇
用
者
の
損
害
を
自
己
の
損
害
に
含
め
て
救
恤
金
申
請
を
す
る
こ
と
は
認

め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

救
恤
金
を
受
け
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
被
害
内
容
・
具
体
的
な
金
額
・
証
拠
を

添
え
て
申
請
し
た
。
窓
口
に
な
っ
た
機
関
（
道
府
県
庁
、
在
外
公
館
、
植
民
地
総

督
府
な
ど
）
は
、当
該
申
請
者
に
対
す
る
「
副
申
書
」
を
添
え
た
。「
副
申
書
」
は
、

申
請
者
の
人
物
、
資
産
な
ど
に
つ
い
て
確
認
す
る
内
容
だ
っ
た
が
、
一
部
の
も
の

を
除
き
あ
て
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
法
律
制
定
前
か
ら
救
恤
要
請
は
来
て

い
た
。
そ
の
た
め
、
有
力
な
在
留
邦
人
な
ど
に
、
内
密
に
「
極
内
ト
シ
テ
申
請
ノ

当
不
当
ニ
関
シ
忌
憚
ナ
キ
意
見
ヲ
徴
シ
置
キ
タ
ル
モ
ノ
ア
リ
」
と
い
う
こ
と
も

行
っ
て
い
た
。
申
請
書
に
は
証
拠
を
添
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
証
拠
書

類
を
付
け
す
ぎ
て
何
の
こ
と
か
分
か
ら
な
く
な
り
、「
直
接
申
請
者
ニ
付
キ
テ
之
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ヲ
確
メ
タ
ル
ニ
申
請
者
自
ラ
立
証
主
旨
ヲ
説
明
シ
得
サ
ル
モ
ノ
」
ま
で
現
れ
る
始

末
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
、
関
東
大
震
災
で
証
拠
書
類
や
調
査
の
た
め
の
官
庁
文
書

が
失
わ
れ
る
な
ど
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
も
あ
り
、
調
査
は
難
航
し
た
。
ま
た
、「
前

年
ノ
申
請
（
一
九
二
二
年
救
恤
法
の
こ
と―

井
竿
）
ニ
於
テ
已
ニ
一
度
救
恤
ヲ
受

ケ
タ
ル
事
項
」
は
救
恤
不
承
認
、
と
さ
れ
た（
V
）。

　

審
査
基
準
を
決
め
、
各
種
の
困
難
が
続
く
中
で
、
各
自
の
出
し
た
救
恤
申
請
書

は
審
査
さ
れ
て
い
っ
た
。
外
交
史
料
館
・
山
口
県
文
書
館
に
は
、
山
口
県
か
ら
こ

の
と
き
に
出
さ
れ
た
救
恤
申
請
書
が
残
っ
て
い
る（
W
）。

こ
の
申
請
書
が
東
京
の
救
恤

審
査
会
で
ど
の
よ
う
に
審
査
さ
れ
た
か
が
、
こ
の
一
九
二
三
年
の
救
恤
法
で
は
あ

る
程
度
再
現
で
き
る
。
審
査
は
、救
恤
審
査
会
の
審
査
員
の
な
か
か
ら
「
主
査
員
」

と
呼
ば
れ
る
人
を
複
数
互
選
し
、「
主
査
会
」
と
い
う
作
業
委
員
会
を
設
け
て
行

わ
れ
た
。
主
査
会
に
よ
っ
て
事
前
に
審
査
さ
れ
た
結
果
が
素
案
と
し
て
全
体
の
審

査
会
に
上
げ
ら
れ
、
こ
こ
で
審
議
さ
れ
た
結
果
正
式
に
救
恤
審
査
会
の
決
定
と
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

添
付
し
た
一
覧
表
は
、
こ
の
法
律
に
基
い
て
山
口
県
か
ら
提
出
さ
れ
た
救
恤
金

申
請
書
と
、
そ
の
結
果
で
あ
る
。
救
恤
審
査
会
は
独
自
の
調
査
を
展
開
し
、
申
請

者
に
よ
る
虚
偽
・
誇
大
な
申
告
の
有
無
を
見
定
め
て
救
恤
す
る
か
否
か
、
そ
し
て

具
体
的
な
被
害
額
査
定
と
救
恤
金
額
の
決
定
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
今
回
の
救
恤

法
に
関
し
て
は
、
申
請
書
に
審
査
員
の
書
き
込
み
が
残
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
、
審

査
過
程
を
詳
細
に
知
る
こ
と
が
で
き
る（

X
）。

現
物
の
史
料
に
は
実
名
が
記
さ
れ
て
い

る
が
、
本
論
文
で
は
一
切
削
除
し
た
。

　

例
え
ば
B
の
申
請
書
に
は
「
本
損
害
救
恤
調
査
書
ハ
大
正
十
一
年
九
月
十
六
日

浦
潮
日
本
居
留
民
会
ニ
於
テ
調
査
委
員
ヲ
設
ケ
ア
リ
同
会
ヲ
経
テ
提
出
請
願
書
ト

同
一
」
と
記
し
て
あ
っ
た
。
し
か
し
救
恤
審
査
会
の
審
査
員
は
、
こ
の
人
物
が
居

留
民
会
に
納
め
た
課
金
の
額
が
少
な
い
こ
と
か
ら
「
斯
ル
大
規
模
ノ
装
置
ヲ
ナ
シ

居
ル
事
事
実
誇
張
ト
見
ラ
ル
」
と
結
論
付
け
た
。
決
議
に
よ
っ
て
救
恤
対
象
か
ら

省
か
れ
た
債
権
な
ど
の
損
害
に
対
し
て
は
「
不
承
認
」
と
い
う
ス
タ
ン
プ
が
押
さ

1923年救恤法　山口県関係者一覧表
氏名・在住 損害申し立て内容 損害申し立て金額 交付された救恤金額 備考

A （小郡） 経営していた飲食店を放棄 14351円62銭 2680円
B（熊毛郡佐賀村） 経営していた精米業の放棄 21548円49銭 400円
C（宇部） 代書業・質屋業の店舗放棄。頼

まれていた書類作成料金の回収
不能

2030円 200円

D（熊毛郡佐賀村） 日雇い・裁縫業に従事したが引
揚

653円40銭 80円 本人死去のため申請は兄。

E（現在は朝鮮・釜山在住。
家族が山口県内のどこに
いたか不明）

倉庫・工場・店舗・商品を放棄。
不払い債権あり。以前にも一度
経営失敗

114068円42銭 580円 本人山口不在のため妻に事
情を聞いている

F（下関） 古着屋・料理屋・貸席業を経営。
建物・家具・債権を放棄。商品
は持ち帰ることができた

3200円 320円

G（萩） 陸軍用達業・雑貨店などを経営
するが撤兵で放棄

33850円 950円 救恤金要求運動を展開して
いたことが判明。1922年の
法律でも救恤金を受領

H（豊浦郡彦島町） 宿屋業を放棄。1920年に一度引
き揚げて再渡航。1920年の損害
については1922年救恤法で救恤
金を受けている

11731円 460円 本籍栃木県。書類は栃木県
が受け付けたが、不備があ
り、現住所の山口県で書き
直させている

I（下関） 家具の放棄、売掛代金の回収不
能

6700円 救恤不可 Fの弟。被害証明の書類な
し

J（下関） 捕鯨船をロシア側に没収された 285000円 救恤不可 個人ではなく企業
K（下関） 経営していたペンキ屋を放棄 2385円 救恤不可 県の調査では、当該人物が

下関に居住した記録なし

出典『露国革命関係救恤一件　申請書　府県道庁経由之部　岩手、長野、岐阜、鳥取、島根、広島、山口』（5.2.17 32-53-8）および『一般救済　三冊之二　社会課』（県
庁戦前A　総務1561　山口県文書館所蔵）　史料には実名があるが全部省いた。
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れ
抹
消
さ
れ
て
い
る
。

　

E
の
申
請
書
は
本
人
が
不
在
の
た
め
妻
が
提
出
し
て
い
た
が
、
山
口
県
庁
が
改

め
て
妻
に
事
情
を
聞
い
て
い
る
。
そ
れ
で
も
審
査
は
大
変
厳
し
い
も
の
だ
っ
た
。

当
人
に
よ
る
と
、
一
度
尼
港
に
進
出
し
た
が
こ
こ
か
ら
の
日
本
軍
撤
退
が
決
ま
っ

た
と
た
ん
に
「
鋭
意
貸
付
ノ
回
収
ニ
努
メ
シ
ト
雖
事
態
ヲ
知
レ
ル
露
国
人
邦
人
等

ハ
言
ヒ
合
セ
シ
如
ク
不
払
同
盟
ニ
出
テ
如
何
ト
モ
ナ
ス
不
能
」
と
い
う
状
態
に

陥
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
そ
の
後
今
度
は
鮭
を
扱
う
事
業
を
経
営
し
た
が
、
撤
兵

声
明
が
出
る
と
「
内
外
共
我
先
ニ
先
ヲ
争
ヒ
テ
引
揚
ヲ
急
ギ
在
庫
品
ノ
如
キ
ハ
皆

投
売
ヲ
始
メ
マ
シ
タ
ガ
買
手
ハ
一
人
モ
ナ
ク
露
人
ヲ
相
手
ト
ス
ル
モ
金
ナ
ク
止
ム

事
ヲ
得
マ
セ
ン
カ
ラ
軍
ニ
交
渉
シ
テ
残
品
ヲ
御
用
船
ニ
積
ム
可
ク
陳
述
致
シ
マ
シ

タ
ガ
絶
対
不
可
能
デ
ア
ル
ト
ノ
回
答
ニ
接
シ
内
地
打
電
シ
テ
傭
船
ノ
交
渉
ヲ
致
シ

マ
シ
タ
ガ
船
主
側
デ
ハ
危
険
ガ
伴
フ
カ
ラ
ト
主
張
シ
テ
法
外
ノ
料
金
ヲ
請
求
ス
ル

ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
容
易
ニ
廻
船
シ
テ
呉
レ
マ
セ
ン
デ
困
却
シ
テ
居
リ
マ
シ
タ
」、
結
果

と
し
て
売
り
物
の
鮭
を
積
ん
だ
船
を
沈
め
て
し
ま
っ
た
、
と
な
ま
な
ま
し
い
申
し

立
て
を
し
て
い
る
。
だ
が
こ
れ
に
対
し
て
救
恤
審
査
会
の
反
応
は
「
無
証
」「
事

実
ヲ
証
ス
ル
何
等
書
類
ナ
シ
難
信
」
と
認
め
ず
、
申
し
立
て
損
害
額
の
〇
・
五
％

し
か
救
恤
金
を
交
付
し
な
か
っ
た
。

　

F
と
Ｉ
は
兄
弟
で
あ
る
。
F
の
申
し
立
て
は
一
部
が
×
で
消
さ
れ
、「
虚
」「
店

舗
ヲ
有
シ
猶
国
鑑
札
ヲ
受
ケ
居
ラ
サ
ル
ヲ
思
ヘ
ハ
虚
偽
ノ
言
葉
（
？
）
ト
断
ス
ル

ノ
外
ナ
シ
」と
厳
し
い
判
断
が
並
ん
で
い
た
。
I
の
申
し
立
て
に
い
た
っ
て
は「
民

会
ニ
加
入
シ
十
級
ノ
課
金
ヲ
納
付
シ
居
ル
旨
自
称
シ
居
ル
モ
右
ハ
多
ク
兄
ノ
名
義

ヲ
カ
タ
リ
シ
モ
ノ
カ
」
と
完
全
に
否
定
さ
れ
、
救
恤
さ
れ
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
F
に
は
申
し
立
て
損
害
額
の
一
割
に
も
な
る
救
恤
金
が
交

付
さ
れ
た
。
こ
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

　

G
は
第
一
節
で
登
場
し
た
救
恤
金
要
求
運
動
を
展
開
し
て
い
た
当
人
で
あ
る
。

申
し
立
て
に
よ
れ
ば
一
九
〇
八
年
に
ロ
シ
ア
へ
渡
り
、
写
真
業
な
ど
を
経
営
し
て

い
た
。
シ
ベ
リ
ア
出
兵
開
始
後
は
陸
軍
の
用
達
を
し
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
ロ

シ
ア
の
経
済
事
情
激
変
に
よ
り
経
営
し
て
い
た
店
が
倒
産
し
、
あ
る
土
地
の
居
留

民
会
長
を
や
っ
て
い
た
た
め
奔
走
し
て
い
る
う
ち
に
「
渡
航
後
拾
七
ヶ
年
間
ノ
長

日
月
辛
苦
蓄
積
ノ
賜
モ
一
芥
ノ
塵
ノ
如
ク
放
棄
」
し
て
帰
国
す
る
こ
と
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
、
と
あ
る
。
こ
の
人
物
の
書
類
に
は
不
備
が
あ
り
、
山
口
県
庁
か
ら
書

き
直
し
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。救
恤
審
査
会
は
こ
の
人
物
に
つ
い
て
も
、店
で
扱
っ

て
い
た
機
械
・
金
属
類
の
価
格
に
つ
き
「
無
証　

過
大
」、
売
掛
代
金
（
い
ず
れ

に
せ
よ
不
救
恤
）
に
は
「
大
正
四
年
ヨ
リ
七
年　

古
証
文
ノ
ミ
」
と
書
き
込
み
、

申
し
立
て
金
額
の
三
％
に
も
満
た
な
い
額
し
か
救
恤
金
を
交
付
し
て
い
な
い
。

　

救
恤
審
査
会
が
こ
れ
ほ
ど
厳
し
い
態
度
で
臨
ん
だ
の
は
、
救
恤
金
額
が
決
ま
っ

て
い
る
こ
と
と
並
ん
で
、
金
目
当
て
の
虚
偽
申
請
を
い
か
に
防
ぐ
か
に
関
心
が

あ
っ
た
た
め
で
は
な
い
か
。
現
実
に
Ｋ
の
よ
う
に
、
所
在
す
ら
不
明
な
人
物
の
申

請
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
申
請
書
は
信
用
で
き
な
い
、
と
い
う
態
度
で

原
則
臨
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
申
請
書
に
は
、
引
揚
時
期
・
資
産
価
値
・

職
業
な
ど
ほ
と
ん
ど
全
領
域
に
虚
偽
・
過
大
記
載
が
あ
っ
た
と
い
う
。
主
査
員
の

報
告
書
に
は
記
述
に
虚
偽
の
な
い
申
請
書
は
「
数
件
ノ
ミ
」
し
か
な
か
っ
た
と
す

ら
書
か
れ
て
い
た（

Y
）。

　

最
終
的
に
、
救
恤
審
査
会
に
は
二
〇
五
七
件
の
救
恤
申
請
書
が
送
付
さ
れ
た
。

申
し
立
て
ら
れ
た
損
害
額
は
日
本
円
四
〇
〇
〇
万
円
以
上
、
ロ
シ
ア
貨
幣
に
し
て

も
約
一
七
三
万
ル
ー
ブ
ル
に
の
ぼ
っ
た
。
救
恤
審
査
会
が
救
恤
を
認
め
た
の
は
そ

の
う
ち
一
七
五
八
件
で
あ
っ
た
（
重
複
申
請
で
廃
棄
さ
れ
た
も
の
一
一
件
、
却
下

二
件
、
救
恤
し
な
い
と
い
う
決
定
を
下
さ
れ
た
も
の
は
二
八
六
件
）。
審
査
会
に

よ
っ
て
認
定
さ
れ
た
損
害
額
は
二
一
五
万
円
余
り
だ
っ
た（

Z
）。

　

結
局
、
一
九
二
三
年
の
引
揚
救
恤
に
関
し
て
は
、
一
九
二
四
年
に
な
っ
て
か
ら

救
恤
金
が
交
付
さ
れ
た
。
山
口
県
の
救
恤
認
定
者
に
対
し
て
は
、
大
蔵
省
か
ら
山

口
県
庁
経
由
で
決
定
が
通
知
さ
れ
た
。
こ
の
決
定
は
郡
市
役
場
を
通
さ
ず
直
接
に

渡
し
、
出
版
物
に
公
表
し
な
い
こ
と
、
本
人
以
外
に
は
決
定
を
知
ら
せ
な
い
こ
と

が
指
示
さ
れ
て
い
た（

A
）。

決
定
を
受
け
た
も
の
は
、
あ
ら
た
め
て
国
か
ら
送
付
さ
れ
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た
申
請
書
に
署
名
捺
印
し
て
返
送
し
、
国
債
・
現
金
の
形
で
救
恤
金
を
受
け
取
っ

た
。
逆
に
救
恤
し
な
い
と
決
定
さ
れ
た
も
の
に
対
し
て
も
、
別
に
通
知
さ
れ
た（

B
）。

こ
う
し
て
シ
ベ
リ
ア
か
ら
の
引
揚
損
害
を
受
け
た
も
の
に
対
す
る
救
恤
は
終
了
し

た
の
で
あ
る
。

小
括

　

以
上
、
一
九
二
三
年
に
制
定
さ
れ
た
、
シ
ベ
リ
ア
か
ら
の
引
揚
損
害
に
対
す
る

日
本
政
府
の
救
恤
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
前
年
に
ロ
シ
ア
革
命
・
シ
ベ
リ
ア
出
兵

関
係
で
被
害
を
蒙
っ
た
者
に
対
す
る
か
な
り
広
範
な
対
象
者
へ
の
救
恤
が
行
わ
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
引
揚
者
へ
の
救
恤
金
交
付
は
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
決
ま
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
こ
れ
に
よ
っ
て
、
政
府
が
シ
ベ
リ
ア
出
兵
政
策
へ
の
責
任
を
取
っ
た
わ

け
で
は
な
い
。
公
式
に
は
あ
く
ま
で
地
政
学
的
に
重
要
な
シ
ベ
リ
ア
で
活
躍
し
て

き
た
邦
人
の
再
起
を
支
援
す
る
の
が
目
的
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
政
府
側
が
自
然
に

動
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
在
留
邦
人
に
よ
る
内
外
で
の
救
恤
請
願
運
動
が
あ
っ
て

の
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
敦
賀
で
の
運
動
や
、
関
西
・
九
州
で
の

引
揚
者
の
集
会
に
そ
れ
は
現
れ
て
い
る
。
こ
の
時
点
で
彼
ら
は
「
再
び
ロ
シ
ア
に

渡
り
事
業
を
再
開
す
る
」
と
い
う
大
義
名
分
を
掲
げ
て
い
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き

で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
が
、
救
恤
金
要
求
と
と
も
に
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ア

と
の
国
交
樹
立
と
通
商
条
約
の
締
結
要
求
を
あ
わ
せ
て
掲
げ
て
い
た
理
由
で
あ
ろ

う
。
残
っ
て
い
る
史
料
か
ら
見
る
と
、
引
揚
者
の
運
動
自
体
は
全
国
的
に
展
開
さ

れ
て
い
な
が
ら
さ
ほ
ど
大
衆
的
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
な
い
よ
う
に
も
見
え

る
。
と
は
い
え
、
救
恤
法
令
を
制
定
さ
せ
る
に
至
っ
て
い
る
以
上
、
そ
れ
な
り
の

イ
ン
パ
ク
ト
を
持
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
え
る
と
考
え
る
。
官
憲
を
使
っ

た
運
動
従
事
者
へ
の
徹
底
的
な
調
査
と
、
運
動
が
全
国
展
開
す
る
中
で
の
救
恤
法

案
の
す
ば
や
い
議
会
へ
の
提
出
は
そ
れ
を
物
語
る
。

　

具
体
的
な
救
恤
申
請
に
関
し
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
ま
だ
山
口
県
以
外
の
も
の
を

見
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
非
常
に
偏
っ
た
見
解
し
か
述
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

た
だ
し
、
救
恤
審
査
会
自
身
が
、
救
恤
金
額
決
定
の
過
程
で
、
貧
困
層
へ
の
「
さ

じ
加
減
」
が
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
て
い
る（

C
）。

厳
し
い
査
定
の
意
見
が
つ
け
ら
れ
て

い
な
が
ら
か
な
り
の
救
恤
金
が
交
付
さ
れ
た
例
も
あ
れ
ば
、
全
く
そ
う
で
は
な
い

事
例
も
あ
る
。
ま
た
、
地
理
的
・
時
間
的
制
約
が
か
け
ら
れ
、
損
害
の
種
類
に
よ
っ

て
は
全
く
救
恤
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
っ
た
。
救
恤
金
請
求

運
動
に
従
事
し
た
者
の
中
で
も
、
明
暗
が
分
か
れ
た
結
果
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
こ

と
は
容
易
に
想
像
が
つ
く
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
人
々
は
救
恤
審
査
会
の
主
張

と
は
逆
方
向
の
「
さ
じ
加
減
」
を
疑
っ
た
。
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
が
ネ
ッ

ト
上
で
公
開
し
て
い
る
史
料
の
中
に
、
北
サ
ハ
リ
ン
の
邦
人
で
こ
の
と
き
の
救
恤

金
を
受
け
た
も
の
の
感
想
が
残
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
「
損
害
程
度
ニ
比
シ
救
恤

金
下
附
額
ノ
寡
少
ナ
ル
」
こ
と
へ
の
不
満
が
語
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、「
救
恤
金

ノ
下
附
問
題
ノ
起
リ
シ
ハ
政
府
近
接
ノ
大
資
本
家
ノ
運
動
ニ
依
リ
シ
モ
ノ
」
で
、

結
果
と
し
て
大
資
本
家
が
利
益
を
得
た
の
で
は
な
い
か
、
あ
る
い
は
「
特
種
職
業

者
ニ
シ
テ
軍
又
ハ
官
憲
ニ
関
係
ヲ
有
セ
シ
モ
ノ
カ
他
ニ
比
シ
多
額
ノ
金
額
ヲ
下
附

セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ア
ル
」
よ
う
な
事
態
が
起
こ
っ
て
い
る
、
島
田
元
太
郎
が
組
織

す
る
救
恤
金
要
求
運
動
に
加
わ
ろ
う
と
語
っ
て
い
る
も
の
も
い
た
の
で
あ
る（

D
）。

し

か
し
、
シ
ベ
リ
ア
か
ら
の
引
揚
損
害
に
対
し
て
の
救
恤
金
は
議
会
で
の
声
明
ど
お

り
こ
の
法
律
で
終
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
尼
港
事
件
損
害
救
恤
は
こ
れ
以
後
二
回

も
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
対
照
的
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
最
初
の
救
恤
法
令
で
あ
る
一
九
〇
九
年
の
救
恤
法
以
来
の
流
れ
の
中

で
、
日
本
の
救
恤
政
策
を
体
系
的
に
考
え
る
作
業
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
1
）　

ロ
シ
ア
に
い
た
日
本
人
居
留
民
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
堀
江
満
智
『
遥
か

な
る
浦
潮
』
新
風
書
房
、
二
〇
〇
二
年
。

（
2
）　

こ
の
た
め
の
「
明
治
三
十
七
八
年
戦
役
ノ
為
損
害
ヲ
被
リ
タ
ル
者
ノ
救
恤

ニ
関
ス
ル
法
律
」
に
つ
い
て
は
、
現
在
別
稿
を
準
備
中
で
あ
る
。

（
3
）　

拙
稿
「
ロ
シ
ア
革
命
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
被
害
者
へ
の
「
救
恤
」、
一
九
二
二

年
」『
山
口
県
立
大
学
国
際
文
化
学
部
紀
要
』
一
三
号
、
二
〇
〇
七
年
。
筆
者

が
触
発
さ
れ
た
先
駆
的
な
研
究
と
し
て
は
、
清
水
恵
氏
の
研
究
を
参
照
さ
れ

た
い
。
清
水
恵
「
ロ
シ
ア
革
命
に
巻
き
込
ま
れ
た
日
本
人
」『
日
本
の
北
方
史

と
北
東
ア
ジ
ア
』
北
海
道
・
東
北
史
研
究
会
函
館
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅱ
実
行
委

員
会
、
二
〇
〇
三
年
、
五
四―

五
九
頁
、
清
水
恵
「「
尼
港
事
件
」
と
殉
難
碑
、

そ
し
て
函
館
」『
挑
水
』
創
刊
号
、
地
域
の
情
報
を
語
る
会
、
二
〇
〇
三

年
、
二
三―

三
三
頁
。
現
在
は
『
函
館
・
ロ
シ
ア　

そ
の
交
流
の
軌
跡
』
函

館
日
ロ
交
流
史
研
究
会
、
二
〇
〇
五
年
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
4
）　

こ
の
島
田
元
太
郎
の
文
書
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
大
学
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン

タ
ー
が
現
在
整
理
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
北
海
道
情
報
大
学
、
原
暉
之

教
授
の
御
教
示
お
よ
び
北
海
道
大
学
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
、
兎
内
勇
津
流

准
教
授
の
御
協
力
で
、
そ
の
史
料
を
拝
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
記
し
て
感

謝
を
表
す
る
。

（
5
）　

桧
山
邦
祐
『『
浦
潮
日
報
』
創
立
者　

和
泉
良
之
助
』
自
費
出
版
、一
九
八
一

年
、
九
七―

一
〇
〇
頁
。

（
6
）　
「
浦
塩
同
胞
の
救
恤
請
願　

邦
人
大
会
で
決
議
」『
読
売
新
聞
』
一
九
二
二

年
一
二
月
一
二
日
。

（
7
）　
「
浦
潮
日
報
（
請
願
号
）
配
布
ノ
件
」
福
井
県
知
事
よ
り
水
野
内
相
・
内

田
外
相
・
各
庁
府
県
長
官
宛
。
一
九
二
三
年
一
月
九
日
。
外
交
史
料
館
文
書

『
露
国
革
命
関
係
救
恤
一
件　

法
令
ニ
基
カ
ザ
ル
申
請
書　

二
』（5.2.17 
32-1

）
よ
り
。『
浦
潮
日
報
』
の
現
物
は
こ
こ
に
綴
じ
込
ま
れ
て
い
る
。

（
8
）　
「
露
領
引
揚
民
代
表
者
上
京
ニ
関
ス
ル
件
」
長
崎
県
知
事
か
ら
各
省
大
臣
・

各
庁
長
官
・
府
県
長
官
宛
。
一
九
二
三
年
一
月
二
六
日
。
前
掲
外
務
省
文
書

（5.2.17 32-1

）。

（
9
）　
「
西
比
利
居
留
民
敦
賀
在
住
者
団
組
織
ニ
関
ス
ル
件
」
福
井
県
知
事
よ
り

水
野
内
相
・
内
田
外
相
・
指
定
庁
府
県
長
官
宛
。
一
九
二
三
年
一
月
二
九
日
。

決
議
文
は
「
西
伯
利
居
留
民
敦
賀
在
住
者
団
ニ
関
ス
ル
件
」
京
都
府
知
事
よ

り
水
野
内
相
・
内
田
外
相
・
各
庁
府
県
長
官
宛
。
一
九
二
三
年
一
月
二
八
日
。

前
掲
外
務
省
文
書
（5.2.17 32-1

）。

（
10
）　
「
露
領
引
揚
者
関
西
大
会
開
催
ノ
件
」
大
阪
府
知
事
よ
り
内
務
省
警
保
局

長
、
外
務
省
通
商
局
長
、
関
係
府
県
知
事
宛
。
一
九
二
三
年
二
月
六
日
。
前

掲
外
務
省
文
書
（5.2.17 32-1

）。

（
11
）　
「
対
露
被
害
者
救
済
其
他
ニ
関
ス
ル
建
議
ノ
件
」
水
野
内
相
・
荒
井
賢
太

郎
農
商
務
相
・
内
田
外
相
・
各
庁
府
県
長
官
宛
。
一
九
二
三
年
二
月
一
九
日
。

前
掲
外
務
省
文
書
（5.2.17 32-1

）。

（
12
）　
「
露
領
引
揚
者
関
西
大
会
ノ
外
務
大
臣
ニ
対
ス
ル
陳
情
及
貴
衆
両
院
ニ
対

ス
ル
請
願
」
大
阪
府
知
事
か
ら
内
務
省
警
保
局
長
、
外
務
省
通
商
局
長
、
関

係
府
県
知
事
宛
。
一
九
二
三
年
二
月
二
四
日
。
前
掲
外
務
省
文
書
（5.2.17 

32-1

）。

（
13
）　
「
西
伯
利
居
留
民
敦
賀
在
住
者
団
ノ
印
刷
物
配
付
ニ
関
ス
ル
件
」
福
井
県

知
事
よ
り
水
野
内
相
・
内
田
外
相
・
山
梨
陸
相
・
各
庁
府
県
長
官
宛
。

一
九
二
三
年
一
月
三
一
日
や「
西
伯
利
居
留
民
敦
賀
在
住
者
団
ニ
関
ス
ル
件
」

鳥
取
県
知
事
よ
り
水
野
内
相
・
内
田
外
相
宛
。
一
九
二
三
年
二
月
二
日
、
ま

た
「
露
領
引
揚
者
関
西
大
会
ニ
関
ス
ル
件
」
北
海
道
庁
長
官
よ
り
水
野
内
相
・

内
田
外
相
・
各
庁
府
県
長
官
宛
。
一
九
二
三
年
二
月
一
五
日
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
団
体
の
決
議
文
を
受
け
取
っ
た
相
手
の
反
応
に
対
す
る
報
告
で
あ
る
。
鳥

取
県
に
至
っ
て
は「
そ
の
よ
う
な
文
書
は
届
い
て
い
な
い
」と
い
う
も
の
だ
っ

た
。
い
ず
れ
も
前
掲
外
務
省
文
書
（5.2.17 32-1

）。
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（
14
）　
「
尼
市
浦
塩
在
留
邦
人
及
引
揚
邦
人
ニ
対
ス
ル
損
害
賠
償
請
求
勧
誘
ニ
関

ス
ル
件
」
山
口
県
知
事
よ
り
水
野
内
相
、
内
田
外
相
、
各
庁
府
県
長
官
宛
。

一
九
二
三
年
二
月
二
八
日
。
前
掲
外
務
省
文
書
（5.2.17 32-1

）。

（
15
）　
「
尼
市
浦
塩
在
留
邦
人
及
引
揚
邦
人
ニ
対
ス
ル
損
害
賠
償
請
求
勧
誘
ニ
関

ス
ル
件
」
と
題
す
る
一
連
の
文
書
が
前
掲
外
務
省
文
書
（5.2.17 32-1

）
に

あ
る
。
こ
れ
は
郵
送
さ
れ
た
救
恤
金
請
求
運
動
へ
の
勧
誘
書
を
受
け
取
っ
た

相
手
（
住
所
・
実
名
が
記
さ
れ
て
い
る
）
の
反
応
が
記
さ
れ
て
い
る
。
石
川

県
・
栃
木
県
・
千
葉
県
・
香
川
県
・
奈
良
県
・
長
野
県
・
富
山
県
の
報
告
（
日

付
順
に
並
ん
で
い
る
）
が
来
て
い
る
。

（
16
）　

前
掲
拙
稿
「
ロ
シ
ア
革
命
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
被
害
者
へ
の
「
救
恤
」、
一
九
二
二

年
」。

（
17
）　
「
西
比
利
引
揚
ノ
為
損
害
ヲ
被
リ
タ
ル
者
ノ
救
恤
ニ
関
シ
閣
議
請
求
ノ
件
」

『
露
国
革
命
関
係
救
恤
一
件　

救
恤
法
令
（
大
正
十
二
年
度
）』（5.2.17 

32-37

）
所
収
。

（
18
）　
『
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
』
四
二
巻
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
二

年
。
た
だ
し
、
政
府
が
議
会
向
け
に
作
っ
た
法
案
説
明
書
の
中
で
は

　
　
「
元
来
斯
ル
救
恤
金
ノ
交
付
ハ
動
モ
ス
レ
ハ
種
々
ノ
弊
害
ヲ
惹
起
ス
ル
ノ
虞

ア
ル
ヲ
以
テ
事
態
不
得
已
場
合
ニ
限
リ
之
ヲ
行
フ
コ
ト
必
要
ナ
ル
ハ
勿
論
前

述
ノ
如
ク
救
恤
カ
損
害
ノ
賠
償
ニ
非
ス
シ
テ
被
害
者
ノ
窮
状
ヲ
緩
和
ス
ル
ヲ

目
的
ト
ス
ル
ニ
顧
ミ
救
恤
総
額
ハ
右
目
的
ノ
達
成
ニ
必
要
ナ
ル
限
度
ニ
止
メ

置
ク
ヲ
適
当
ト
ス
ヘ
キ
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
財
政
諸
般
ノ
関
係
上
之
ヲ
限
定
ス
ル
ノ

必
要
ア
ル
ヲ
以
テ
政
府
ハ
百
五
十
万
円
ヲ
以
テ
救
恤
ノ
限
度
ト
シ
タ
ル
次
第

ナ
リ
」

　
　

と
も
言
っ
て
い
る
。
前
掲
外
務
省
文
書
（5.2.17 32-37

）。

（
19
）　

衆
議
院
の
委
員
会
審
議
に
関
し
て
は
『
帝
国
議
会
衆
議
院
委
員
会
議
録
』

三
六
巻
、
臨
川
書
店
、
一
九
八
六
年
を
参
照
し
た
。

（
20
）　

法
案
の
立
案
者
側
は
、
今
回
の
引
揚
で
は
、
損
害
申
請
件
数
は
少
な
く
と

も
「
半
永
久
的
居
住
ヲ
営
ミ
タ
ル
モ
ノ
多
カ
リ
シ
関
係
上
家
族
ヲ
有
ス
ル
モ

ノ
多
ク
」、
一
人
当
た
り
の
平
均
救
恤
額
は
前
年
の
救
恤
法
令
よ
り
も
少
な

く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
た
。
前
掲
外
務
省
文
書
（5.2.17 

32-37

）
に
綴
じ
こ
ま
れ
た
「
救
恤
金
額
算
出
ノ
基
礎
ニ
関
ス
ル
説
明
」
と

い
う
文
書
に
あ
る
。

（
21
）　

こ
の
こ
と
は
イ
ゴ
リ　

R.

サ
ヴ
ェ
リ
エ
フ
『
移
民
と
国
家
』
御
茶
の
水

書
房
、
二
〇
〇
五
年
。

（
22
）　

こ
れ
に
つ
い
て
は
原
暉
之
『
シ
ベ
リ
ア
出
兵
』
筑
摩
書
房
、
一
九
八
九
年

な
ど
を
参
照
。

（
23
）　

東
尾
和
子
「
琿
春
事
件
と
間
島
出
兵
」『
朝
鮮
史
研
究
会
論
文
集
』
一
四

号
、
一
九
七
七
年
。

（
24
）　

貴
族
院
の
委
員
会
審
議
に
つ
い
て
は
、『
帝
国
議
会
貴
族
院
委
員
会
議
事

速
記
録
』
二
一
巻
、
臨
川
書
店
、
一
九
八
七
年
。
ち
な
み
に
倉
知
議
員
は
、

か
つ
て
一
九
〇
九
年
の
日
露
戦
争
に
関
す
る
引
揚
救
恤
法
案
審
議
の
際
に
外

務
省
か
ら
の
政
府
委
員
で
あ
っ
た
。
救
恤
金
制
度
の
創
設
に
か
か
わ
っ
て
い

た
の
で
あ
る
。

（
25
）　

法
律
の
条
文
に
つ
い
て
は
、「
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
」（http://

w
w
w
.jacar.go.jp

）
で
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ち
な
み
に
、
申
請
の

締
め
切
り
を
七
月
三
一
日
に
し
た
理
由
は
、
前
述
の
貴
族
院
委
員
会
審
議
に

よ
る
と
、
政
府
側
は
「
昨
年
（
前
年
に
制
定
し
た
「
露
国
政
変
及
西
比
利
亜

事
変
ノ
為
損
害
ヲ
被
リ
タ
ル
者
ノ
救
恤
ニ
関
ス
ル
法
律
」
の
こ
と―

井
竿
）

ハ
七
月
三
十
一
日
ト
云
フ
ノ
ガ
皆
頭
ニ
ア
リ
マ
ス
、
避
難
者
ハ
御
承
知
ノ
通

リ
謂
バ
低
級
ノ
人
ガ
多
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
」
同
じ
日
に
し
て
お
い
た
ほ

う
が
よ
い
だ
ろ
う
と
考
え
た
、
と
答
え
て
い
る
。
帝
国
の
尖
兵
と
し
て
海
外

進
出
を
し
て
い
た
日
本
人
は
、
当
の
本
国
政
府
か
ら
は
そ
の
程
度
に
見
ら
れ

て
い
た
の
だ
と
も
い
え
る
。

（
26
）　
「
救
血
（
マ
マ
）
申
請
方
法　

外
務
当
局
談
」『
読
売
新
聞
』
一
九
二
三
年
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五
月
二
日
。
あ
と
、「
損
害
救
恤
方
法　

外
務
当
局
談
」『
東
京
朝
日
新
聞
』

一
九
二
三
年
五
月
一
日
夕
刊
（
日
付
は
二
日
）
な
ぜ
か
管
見
の
限
り
、
山
口

県
の
新
聞
に
は
掲
載
が
な
い
。
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

（
27
）　
「
救
恤
審
査
会
審
査
員
、幹
事
及
書
記
ニ
就
テ
」
前
掲
外
務
省
文
書
（5.2.17 

32-37

）。

（
28
）　
「
第
一
回
救
恤
審
査
会
開
催
ニ
関
ス
ル
件
」
一
九
二
三
年
七
月
七
日
。
外

交
史
料
館
文
書
『
露
国
革
命
関
係
救
恤
一
件　

大
正
十
二
年
法
律
第
三
十
九

号
及
勅
令
第
百
六
十
号
ニ
基
ク
救
恤
金
救
恤
審
査
会
議
事
録
綴
』

（5.2.17.32-20

）
よ
り
。
こ
の
議
事
録
綴
り
は
全
部
で
二
冊
あ
る
た
め
、
便

宜
的
に
「
第
一
冊
」「
第
二
冊
」
と
付
記
す
る
。
こ
れ
は
第
一
冊
。

（
29
）　
「
第
六
回
救
恤
審
査
会
決
議
録
送
付
ノ
件
」
一
九
二
四
年
三
月
一
日
に
付

属
し
た
「
決
議
便
覧
」。
前
掲
外
務
省
文
書
（5.2.17.32-20

）
第
二
冊
。

（
30
）　
「
大
正
十
一
年
日
本
軍
西
比
利
亜
撤
退
ノ
為
メ
損
害
ヲ
蒙
リ
タ
ル
東
支
鉄

道
在
住
邦
人
救
恤
ニ
関
ス
ル
請
願
ノ
件
」
哈
爾
濱
日
本
商
業
会
議
所
会
頭
吉

植
庄
三
か
ら
内
田
康
哉
外
相
宛
。
一
九
二
三
年
四
月
一
七
日
。
こ
れ
は
ハ
ル

ビ
ン
駐
在
の
総
領
事
を
通
じ
て
届
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。「
救
恤
金
請
願

書
進
達
ノ
件
」
一
九
二
三
年
五
月
二
一
日
。
こ
の
電
文
に
は
、
ハ
ル
ビ
ン
も

日
本
軍
が
撤
退
す
れ
ば
被
害
は
全
く
シ
ベ
リ
ア
地
域
と
変
わ
ら
ず
、「
右
ノ

者
ニ
何
等
恩
恵
的
措
置
ニ
出
テ
サ
ル
ハ
微
カ
気
ノ
毒
」
と
さ
え
書
か
れ
て
い

た
。
前
掲
外
務
省
文
書
（5.2.17.32-20

）
第
一
冊
。
と
こ
ろ
が
後
に
、
ハ
ル

ビ
ン
の
企
業
に
よ
る
対
ロ
シ
ア
軍
債
権
は
救
恤
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
こ
う

な
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

（
31
）　
「
主
査
員
報
告　

附
属　

第
二
号
書
」『
露
国
革
命
関
係
救
恤
一
件　
（
大

正
十
二
年
法
律
第
三
十
九
号
ニ
基
ツ
ク
）
救
恤
審
査
会
ニ
対
ス
ル
主
査
員
報

告
書
』（5.2.17 32-23

）
所
収
。

（
32
）　
『
一
般
救
済　

三
冊
之
二　

社
会
課
』（
県
庁
戦
前
Ａ　

総
務1561　

山
口

県
文
書
館
所
蔵
）。こ
れ
は
一
九
二
二
年
の
救
恤
法
に
関
す
る
書
類
と
混
じ
っ

て
綴
じ
ら
れ
て
い
て
、
大
変
わ
か
り
に
く
い
史
料
綴
り
で
あ
る
。

（
33
）　
『
露
国
革
命
関
係
救
恤
一
件　

申
請
書　

府
県
道
庁
経
由
之
部　

岩
手
、

長
野
、
岐
阜
、
鳥
取
、
島
根
、
広
島
、
山
口
』（5.2.17 32-53-8

）。

（
34
）　

前
掲
「
主
査
員
報
告　

附
属　

第
二
号
書
」。

（
35
）　
「
救
恤
審
査
会
ニ
対
ス
ル
主
査
員
報
告
書
」
本
文
。
前
掲
外
務
省
文
書

（5.2.17 32-23

）
所
収
。

（
36
）　
「
大
正
十
二
年
法
第
三
十
九
号
ニ
依
ル
救
恤
金
交
付
ニ
関
ス
ル
件
」
前
掲

山
口
県
文
書
。
日
付
が
虫
食
い
で
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。
別
紙
で
あ
る

救
恤
金
交
付
対
象
者
の
一
覧
が
一
九
二
四
年
五
月
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
同

時
期
で
あ
ろ
う
。

（
37
）　
「
大
正
十
二
年
法
律
第
三
十
九
号
ニ
基
ク
西
比
利
亜
引
揚
ノ
為
損
害
ヲ
被
リ

タ
ル
者
ノ
救
恤
ニ
関
ス
ル
件
」
外
務
次
官
か
ら
山
口
県
知
事
宛
、
一
九
二
四
年

四
月
一
四
日
。
前
掲
山
口
県
文
書
。

（
38
）　

前
掲
「
主
査
員
報
告　

附
属　

第
二
号
書
」
に
は
、「
査
定
ノ
手
心
」
と

い
う
項
目
が
あ
り
、「
引
揚
ニ
基
キ
テ
多
大
ノ
損
害
ヲ
蒙
リ
困
厄
ニ
陥
レ
ル

小
民
ニ
厚
ク
資
産
階
級
ニ
シ
テ
幾
分
ノ
損
害
ア
リ
タ
ル
ニ
過
キ
サ
ル
モ
ノ
ニ

対
シ
厚
カ
ラ
サ
ル
可
キ
」
と
い
う
方
針
を
決
め
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
。

（
39
）　
「
西
伯
利
引
揚
民
ニ
対
ス
ル
被
救
恤
者
ノ
感
想
ノ
件
通
牒
」
薩
哈
嗹
州
派

遣
軍
参
謀
長
佐
藤
栄
樹
よ
り
陸
軍
次
官
白
川
義
則
へ
。
一
九
二
三
年
八
月

二
三
日
。
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ドC07061633100

。

※
本
論
文
は
、
平
成
一
九
年
度
山
口
県
立
大
学
研
究
創
作
助
成
事
業
に
よ
る
研
究

成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
日
本
の
政
治
・
比
較
政
治
論
）
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Relief for the Japanese People Retreating from Siberia in 1923

IZAO Tomio
(Politics of Japan, Comparative Politics)

　　The Purpose of this article is to explain the Special Law passed in 1923 for Relief of the Japanese People 

retreating from Siberia.

　　The Japanese Army for Expedition in Siberia withdrew from Siberia in 1922. Consequently,the Japanese 

Peoples living in Siberia had to retreat from there. They lost almost all of their property, and they requested 

compensation from the Japanese Government. The Japanese Government denied compensation to her people. 

However, the Japanese Government gave money for relief to the victims. In this article, the author will explain 

the process of this system.
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